






仰義認論は，ローマ書（ロマ 1：16－ 17；3：21－ 31；5：12－ 21；9：30－ 10：4），ガ
ラテヤ書（ガラ２：16－ 21），フィリピ書（フィリ 3：2－ 11）にまとまった形で
登場する。他方，十字架に架けられたキリストを宣教の言葉の中心に置く十字
架論は，主としてⅠコリント書（Ⅰコリ1：18－31；2：1－5）とガラテヤ書に（ガ














る（マタ26：2；27：22， 23， 26， 31， 32， 35， 38， 40， 42；マコ15：13， 14， 15， 20， 21，











































































イ派であった前歴を持つパウロ（ガラ 1：13－ 14；ピリ 3：6）の目には，彼らの
律法遵守は徹底していなかった（ガラ 6：13）。他方，彼らがガラテヤ人たちに
割礼を受けることを勧めていた理由は，神の永遠の契約のしるしである割礼を
































































仰者の父祖とされているが（ガラ 3：6－ 9；ロマ 4：1－ 12， 16－ 25），ユダヤ教で
は，試練にあっても神に忠実／誠実な（ ）者である故に義と認められたと
理解されている（シラ 44：20；Ⅰマカ 2：52；さらに，創 22：1－ 19；ヘブ 11：17











14. 110；20. 24， 41， 195；使 10：2， 22， 35；13：6； メキルタ『出エジプ
ト記』22. 20；『エルサレム・タルムード』「メギロート」3. 2を参照）として一
定の評価を与えていた。しかし，改宗者（ フィロン『十戒各論』1.

















































リスト教全般に見られる考え方に一致している（マタ 28：16－ 20；マコ 16：9－
20；ルカ 24：44－ 49；ヨハ 20：19－ 23；使 9：1－ 22；22：3－ 21；26：9－ 20を参照）。
他方，復活の主は「十字架に架けられた方」と同一であるという理解も初期キ



















書』1. 9. 14， 16；クウィンティリアヌス『弁論家の教育』4. 2. 52－60）。 しかし，
旧約聖書では，しばしば霊の受領が神の言葉を語る預言者的職務の真正性のし
るしとされている（民 11：25－ 26；サム上 11：6， 13；王上 22：23－ 24；代下 15：
1；20：14；イザ 11：2；61：1；ゼカ 7：12；エゼ 12：5）。初期ユダヤ教文献におい
ても同様に，真正な預言や教えの活動には神の霊が働いているという考えが見











































なる者は（ガラ 5：2－ 6；6：12－ 13；さらに，創 17：10－ 14， 19を参照），アブラ
ハムに与えられた神の約束（創12：1－3， 7；15：4－7， 18－21；17：8）と祝福（12：
























ている（ガラ 3：6－ 9， 15－ 18， 29）。彼らは既にアブラハムの子らであり（ガラ
3：7－8），約束の相続者であり（ガラ3：29），アブラハムに約束された祝福に既











































































には旧約・ユダヤ教の考え方の継承である（民 11：25－ 26；サム上 11：6， 13；王
上 22：23－ 24；代下 15：1；20：14；イザ 11：2；61：1；ゼカ 7：12；エゼ 12：5；シ
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